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1. 第 １報において ギャザ効果に関係の深い 要因につ

い て検討し，たて方向のギャザとよこ方 向の剛 軟度との

高い相関を得た。今 回は布 目の方向 に着眼し， よこ，な

な め方向につい て実験を行ない方 向別によるシルウェ ツ

トのち がいについて検討した。

2. 実験材料　第 １報におい て用い た18種の布の中か

ら特徴的 な布５種を選んだ。

実験 項 目く幻ギャグ分 量を1.5 倍 にし たシンプルな モデ

ルによるシルウェ ツトの測定。

(2)ギャ ザ分量 を1.5倍にし たギャザスカート1/2大のモ

デルによるシルウェ ットの測定。

(3)(1)(2)それぞ れについて の経過 日数に よるシル ウェッ

トの測定 。

3. ギャザ スカ ート1/2大のモデルにおいて,よこ方向

に ギャザをほ どこした ものが最大の広が りを示した。た

て, よこ, なな め間にシル ウェ ツトの差が見られ，上から

15cmのあ たりでたて，よこ方向のギャザのシルウェ ット

は大きな広力鴇 を持ち,  20cmの所で鉛直 線に漸近する傾

向を示すがななめ方向では,  15cmのあたりでは よこ方向

との広が りの差は他の部位にお けるよりも大きく，直線

的 な広がりを示し た。5 週経過後 のシ ルウェット の変化

については，方 向別による差異は顕 著には 見られなかっ

た。


